


























































































































































































































































































































































































































































































































































譜例13Ei十 十十十 十 一 Fil=======≡≡≡≡= コEQi
写真2 匡L立ヴェルディ音楽院児童合唱コースの練習風景
(虫明撮影)
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2)歌唱指導
曲目:DominicaⅡpostpaschaFelixMendelssohn-
BartholdyTreMotettihthliop.39percorafemminile
(メンデルスゾーン作曲 ｢女声合唱のための3つの
モテット｣より)
歌唱指導の内容をそのまま列記する｡
最初はみんなで一緒に歌いましょう｡
･Miを押さないように高く
･もっと高く
･ポルタメントはしないように
･Miはクレッシェンドがあるように思って
･口の上を使って ハミング
･最初の音に支えを入れて
･palato (ハミングのような感じ)(頃繁に)
･あくびをしたときの口で
･言葉でとりましょう
･柔らかく
下の声の人 最初の部分から歌いましょう｡
･フア♯に気をつけて
･低いですよ
･palatoで (頻繁に)
･スペースをたてに長く取るように
･鼻にスペースを広げる感じで
･Esをとるときに
･たてにスペースを持って
･Nu iに変えて
･お腹を押さえて
1,2声最初から歌いましょう｡
･誰か2声で1声につられている
数名指名して歌わせる｡
･場所を指定して 低い
･Ⅰはタテに昔をとるように
全員で歌いましょう｡
第2声だけ歌いましょう｡
･スペースはu
･ばらばらに出発しないように
.No,noで
第1声だけ
最初から両方で
･2回目は柔らかく
･最初のeがつぶれているので,タテにreを
上の声の人だけ歌いましょう｡
･少しゆっくりやってみましょう
･Mで鼻のところの骨に音を集めるように
･低いですよ
･息はたくさん 音は小さく
･Mをしっかり
･もっとゆっくりやってみましょう
･Mで歌ってみましょう
･最初のeがつぶれているので,タテに
･Palatoだけでやってみましょう,あくびをするよ
うに (頻繁に)
･言葉をつけても同じような感じで
･いつもあくびをしているようにスペースをもって
･レガート フォルテ
･Aleluiaをnoで歌いましょう
･音を1個ずつ押さないで
･タテに前にもっていって
･歌詞をつけて
･最初のaはOに近く
･最初からこのフレーズをやりましょう
･Noで歌いましょう 鼻で音をとる
･速くきるように
･Palatoで (額繁に)
･最初からポジションをとって
･音をまるく
･NononoNininiで歌う (頻繁に)
･言葉をつけて
paola一一人で歌ってみましょうO
･子音が少し弱かった
3名指名して
･pで歌ってみましょう
第2声みんなで歌いましょう｡
第1声みんなで歌いましょう｡
･フォルテとピアノの違いをみせて
･Oの母音を柔らかく
･高く出発してください
2声もいれて歌いましょう｡
･Aの音が低い
･はじめが低ければ最後まで低いよ
･鼻にスペースをもって タテにあけて
･タテにあけて始めたら,終わりまでタテに
･あごを下に下げて口蓋をあげて
･柔らかく息にのせて
･デイミヌエンドを考えて
･下にだんだん落ちないように
･無理した声は出さない
･自分の持っている音量で歌いましょう
･必要以上に声を強くしないように
･palatoで (原案に)
･集中して出発しましょう
･お互いの声きいて
･音をまわすように
一緒に2声で歌いましょう｡歌詞をつけて｡
･やわらかく Aleluiaを
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･Aleluiaもっと高くOに近く
･はじめ0に近くはじめるんだから最後まで
･上にあがっていくような感じで
･低い,同じポジションを保つように
･自分自身直すようにしないと
みんなで歌いましょう｡
･第2声は第1声よりも大きな声で歌わないように
･音程が低いとき,スペースを空けるように考えて
･第2声は高くタテに長く
呼ばれた人だけ歌いましょう｡
･長い音を出すときには‥良を送るように
･長い音はスペースを作って息を吹き込むように
･硬くならないように
･スペースをあげて mで
･言葉をつけて
･低く感じますね,この音は
･m スペースをあげるように考えて
･あごを下げて
･上に縦長く
･スタッカートで,お互いに聴いて
･音はまるく,豊かな音にしましょう
rI.audateDominiJ
･言葉がラテン語なのか何語かわからない
･リズム何拍伸ばすのか
･最後まで音を待って
･響きを高く持って
･母音が変わっても全部同じところで
･着陸しないように
･他の子の声を聞いて歌ってみて
･響きを高く 口蓋を上げて やわらかく
･フォルテじゃなくて 音程に気をつけて
･口蓋をあげて
･リズムがずれている
3)考察
発声練習では,ベルカント唱法で使用される基本
的な音型が用いられていた｡響きを集めるためのハ
ミング,子音のm,nを用いてのレガー ト唱,また
ピアニッシモやデイミヌエンドなどが丁寧に指導さ
れており,響きを大切にした柔らかく無理のない発
声が求められていることがわかった｡
練習時には,ピアノで終始上下のパートの音が弾
かれ,音程の正確さが求められた｡合唱指導では,
言葉の意味やイントネーションよりも,音程や声の
響きの位置や柔らかさ,フレージングのなめらかさ
に重点が置かれていた｡指導の中では,palato(伊)
という言葉が頻繁に使用されていた｡palatoは,口
蓋に当たる言葉である｡これは,ハミングとほぼ同
じと考えられ,口の上部 (鼻から上)に響きを集め
て,口を開けてmで発声する方法である｡指導者
は,特に音程が悪いとき (低め)には,必ずpalato
という言葉を用い,音程への注意を促していた｡常
にベルカント発声を基本としており,palatoまたは
mのハミング-音の高さを正確にとる-言葉をつけ
るという方法で,正しい音程に持っていき,高い響
きのある声で歌うように指導した後,言葉を高いポ
ジションで歌わせていた｡指導の後には,的確に音
程や響きの位置が高くなることから,生徒たちは一
人ひとりが十分に対応できる能力を持っていると思
われた｡
指導者の話によると,一人ひとりの声の能力は次
のような指導によるという｡
ヴェルディ音楽院の合唱クラスに通う生徒たちは,別
枠で一人ひとり声楽の個人レッスンを受けている｡声
楽のレッスンでは,特に声のテクニックが教えられ,
合唱クラスでは,それを基礎に合唱曲の練習を行って
いる｡幼少期より,音楽教育の知識,発声に関しては,
呼吸,姿勢,声のポジション,横隔膜の支え,口のあ
け方,母音の位置,響かせ方,咽喉のリラックス法な
ど全て教えられていく｡合唱クラスでは,最初の20分
間で発声練習行い,呼吸の練習に続いて,響きのヴオ
カリ-ゼとメロディーのヴオカリ-ゼを行なう｡
音楽的な知識やテクニックを学びながら,合唱授
業をうけるという形態をとっているため,楽譜の知
識や発声の知識があり,指導者の専門的な助言にも
対応ができていると思われる｡多様な発声が用いら
れる現代曲よりは,ベルカントの発声で歌える16
世紀の合唱曲を中心に練習している｡ミラノスカラ
座で児童合唱が必要な場合,このクラスの中からオ
ーディションを受けて,選抜された子どもが出演す
るという形態をとっているため,学校教育や一般の
児童合唱団とは全 く異なる特別な目的を持ってお
り,イタリアの伝統的な発声や合唱指導を継承して
いると考えられる｡練習にピアノを多用している点,
固定 ド唱法を使用している点は,ピアノだけでなく
音叉,ハンドサイン,移動 ド唱法で練習するハンガ
リーなどに比べて大きく異なる点である｡ハンガリ
ーやフィンランドのように,純正律の音程感覚を大
切にしている場合と比べて,ピアノのみで音をとっ
ている場合,和声感は甘くなりやすいことも確認で
きた｡
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JV.まとめ
イタリアの公立中学校とヴェルディ音楽院の合唱
指導の内容について次のようにまとめることができ
る｡
イタリア国立の中学校
1.楽譜を使用しないで,歌詞を見て歌う
2.録音した伴奏を使用している
3.発声が響きのない地声になっている
4.ハーモニーが創れない
5.生徒たちに歌に対する意欲がない
イタリア国立ヴェルディ音楽院
1.ベルカントの発声を基本としている
2.個々の生徒の歌唱のレベルは高い
3.固定 ドでピアノを終始使用している
4.声の響きの高さや音程の正確さを重視した指導
である
5.専門の合唱教育機関にも関わらず,北欧やハン
ガリーのような水準の高い合唱には至っていない
国立中学校とヴェルディ音楽院児童が担っている
合唱クラスの今回の授業視察で,イタリアの教育全
体の中での音楽教育の位置づけやシステムに多くの
問題点が有ることを実感できた｡イタリアの音楽教
育を経験した人達が,現在の制度をどのように考え
ているかを見るために,次に,ヴェルディ音楽院の
卒業生で,今期ミラノスカラ座のスバルティート8'
のオーディションに合格した女性 (23歳)のイン
タビューの内容を記載する｡
小学校では,音楽の授業はなく, 5年間はプライベ
ー トで音楽の勉強をしました｡イタリアの小学校では
音楽の授業はありません｡中学校では授業はあるけれ
ど,音楽の歴史やリコーダーを学び,少し歌うだけ｡
私は,3歳から15歳まで,月謝を払って,プライベー
トで合唱団に入り,オペラの児童合唱で出演をして歌
っていました｡
イタリアでは,楽譜を読めない子どもはとても多い｡
中学校のとき,音楽の先生はリコーダーがふけなくて,
私が友人に数えていました｡国立の中学校では,子ど
もたちは音楽の時間に歌を歌わない｡子どもたちは,
普段軽音楽を聴いているので,音楽の授業はつまらな
いと思って少旦｡現実に,畳寒の時間はL休憩時間の
ようになっています｡こんな状況なので,歌の好きな
子どもと嫌いな子どもに別れています｡たとえ歌の好
きな子がいても,とても退屈になってくるO中学校の
音楽授業は,問題があります｡
しかし,他の科目の授業は,とても良かったと思っ
ています｡国語や社会,数学など全てを行い,音楽の
授業をもっとやると国語などの他の教科を削ることに
なり,それはよくないと思います｡補講として音楽を
やってもよいですが,それ以上やることは難しい｡
私は,音楽は,好きな子だけがやればよいというこ
のシステムは,決していいシステムとは思わないけれど,
イタリアの学校はこのシステムで機能しています｡音楽
の先生も,昔と比べて,技能を持っていない,勉強をし
ていない人が先生になってきていると思われます｡
筆者は,他に,セストサンジョヴァンニ市立音楽
学校9'の音楽授業の視察も行った｡これは,子ども
たちが午後通っているプライベートの音楽学校であ
る｡6名の小学生が授業に参加し,ソルフェージュ,
楽器 (タンバリンやマラカスなど)使用して,リズ
ム練習,2声の合唱など総合的な授業を試みていた｡
女性講師のインタビューを記載する｡
いつもは音程をとる練習をします｡発声練習はやり
ませんが,例えば,全音や半音がわかるような音をと
る遊びをします｡アルペッジョを耳で聞いて練習しま
すOたとえば,リズムの書き取りでは,子どもたちは
すごく速く聞き取ることができます｡歌うときも音程
がわからないといけない,またそれを移調できないと
いけない｡だから,何も考えないで,耳で聞いてすぐ
にかける訓練をしています｡簡単なものからしますが,
彼らはとても好きです｡
音楽学校では義務としてのプログラムがあるが,楽
器をしたり,総合的な音楽の勉強を小さいころから取
り入れています｡小さい曲をcDからとってきて書き取
ったりもします｡特に彼らはピアノじゃないほかの楽
器だと難しいので取り入れます｡
楽しみながら学ぶのが自分のメソッドで,彼らを巻
き込んでやらせている｡私自身にはいい先生がいまし
た｡そして,色々な講習会に参加して勉強しましたC
小学校の1クラス (30人)のうち2から3人が音楽
学校に通っていると思います｡小学校は何もしないし,
中学校で楽器と理論を少しします｡フランスでは4歳
から大学まで音楽の勉強をします｡高校までは全員が
音楽をします｡イタリアは最悪です｡イタリアにいた
らだめで,外に出ないといけない｡音楽研究も音楽文
化もばかにされているだけ｡私たち講師もひどい契約
でやっている｡好きな人しかできないし,どんどん悪
い状況になっている｡1990年以降はひどくなったO私
は,電子音楽の作曲家ですが,活動はできない｡誰も
仕事はくれないし,スイスやドイツに行かなければ活
動できない｡
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イタリアでの国立中学校,ヴェルディ音楽院児童
合唱クラスの視察や教師へのインタビューを通し
て,小学校,高等学校で音楽授業がないことによっ
て,次のような深刻な問題が生じていることがわか
った｡
1.楽譜を読めない児童生徒が多数いること一読譜
力や演奏の力が育たない｡
2.音楽という教科の位置づけが非常に低いこと-
教師や生徒の意欲が育たない｡
3.音楽教室等に頼らなければ,音楽知識が学べな
いこと-一般の児童生徒との音楽教育の格差を生
じている｡
V.おわりに
ハンガリーの作曲家であり音楽教育者のコダーイ
は,学校での音楽教育の重要性について多くの提言
を残している｡そのいくつかを記載する｡10'
･音楽的文盲は,音楽文化の進展を妨げること｡
･小学校の教育養成の音楽授業課程は改善されな
ければならないこと
･音楽は学校で必修にすべきであること｡
･合唱はこどもの教育に極めて重要あること｡
･6才から16才までの音楽経験が子どもにとっ
て重要であること｡
･子どもには最高の芸術性をもった音楽作品が与
えられなければならないこと｡
コダーイは更に,合唱指導について次のように明
言している11)｡｢合唱指導は,鍵盤に頼ってするの
ではなく,メンバーが楽譜によって自ら音楽を読む
ように教えなければならない｡音楽的文盲を無くし,
音楽文化を高める道は,楽譜の読み書きを通して得
られるものである｡｣
イタリアの状況を考えると,公立学校の音楽教育
では何をすべきか,その日的は何かを再考する必要
があると思われる｡現在のイタリアの国立中学校は,
まさにマスメディアの音楽の影響を多大に受け,刺
弄されて,学校教育が担うべき子どもたちの感性や
心情の育成の部分が取り残されているのではない
か｡中学校のわずか3年間の音楽教育の期間ではた
して何が成しえるのだろうか｡イタリアの音楽シス
テムがこの状態になって久しいが,その間に,イタ
リアは音楽教育で低迷し,楽譜が読めない子どもた
ちが多数存在するようになった｡ヴェルディ音楽院
でオペラ歌手を志望するイタリア人も減ってきてい
るという12)｡このような状況は,公立の小学校に音
楽の授業がないことも大きな原因になっているとい
えよう｡
日本では,学校数教育における音楽科の目標は,
小学校で,｢表現及び鑑賞の活動を通して,音楽を
愛好する心情と音楽に対する感性を育てるととも
に,音楽活動の基礎的な能力を培い,豊かな情操を
養う｣とある13)｡中学校においても概ね同じ目標が
掲げられている｡学習指導要領には,子どもたちの
音楽的な感受性を育成するためには,美しいものや
崇高なものに感動する心を育てようとすることであ
ると記載されている｡すなわち,表現や鑑賞におい
て,個々の児童生徒が音の質や音楽の豊かさを感じ
とれる力を育てることが感受性を広げていくことに
つながるのではないだろうか｡そのためには,幼少
から思春期にかけての小中学校の時期に,学校教育
の場であるからこそできる音楽を厳選し,児童生徒
に提示する必要があるのではないか｡
日本でも,音楽科の削減が危倶される状況である
ことから,音楽科の存在意義を再考し,小中高の音
楽教育の連携や学校教育で養うべき音楽の基礎能力
を育成するための指導法開発など早急な推進が求め
られよう｡
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